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１ これまでの経緯 

都⼼と拠点地区に多様な都市機能を集約し、公共交通等で連携した「集約型都市構造」を形
成する上では、ＪＲやアストラムライン、路⾯電⾞、バスなど公共交通の充実・強化が重要です。 

こうしたことから、広島市では、平成２７年８⽉に「公共交通体系づくりの基本計画」及び「バス
活性化基本計画」、平成２８年１２⽉に「地域公共交通網形成計画」を策定しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 取組状況 

地域公共交通網形成計画に基づき、公共交通ネットワークの再構築に取り組んでいます。このう
ち、バスについては、都⼼部における競合・過密化の解消を図り、それにより⽣じた余剰のバスを新た
な路線などに振り向けるとともに、郊外部等では、路線のフィーダー化や需要に応じた運⾏形態の⾒
直しなどの再編に取り組むことにしています。 

こうした考え⽅の下、最初の取組として、多くの路線が集中し、過密化している都⼼部を対象とし
た再編実施計画（第１版）について、平成 30 年３⽉に国⼟交通省の認定を受け、同年５⽉か
ら都⼼循環線「エキまちループ」の運⾏を開始しました。 

 

公共交通ネットワークの再構築に向けた取組 
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これに続き、デルタ内の主要な施設を循環する「まちのわループ」と、広島駅と広島港を新たなルー
トで結ぶ「広島みなと新線」について、再編実施計画（第２版）として取りまとめ、令和元年 12 ⽉
に国⼟交通省の認定を受け、令和２年１⽉から運⾏を開始したところです。 

このほか、目指すべき公共交通体系の実現に向け、交通結節点の整備や利⽤環境の向上など、
様々な機能強化策に取り組んでいます。 

 

３ 今後の進め⽅ 

本年５⽉、持続可能な運送サービスの提供の確保に資する取組を推進するため、「地域公共交
通の活性化及び再⽣に関する法律」等が改正されたことなどを踏まえ、本市が目指す「利⽤者にとっ
てわかりやすく使いやすい持続可能な公共交通体系の構築」に向け、本年度が計画期間の最終年
度となる「地域公共交通網形成計画」の改定に取り組みます。あわせて、新たなバス路線の再編とし
て北部⽅⾯のフィーダー化など、郊外部の再編について検討を進めます。 


